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災害の知識
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災害とは 英語ではハザードとディザスター

外力(Hazard)＋素因⇒人・社会⇒災害(Disaster)

外力(Hazard)：地震、豪雨など被害をもたらす
       原因となる現象、誘因ともいう

素因：土地が持っている性質や社会のあり方、
人の習慣など地域固有のもの

だから．．．災害はローカルな（地域の）事象
地域で安心して暮らすためには

地域の自然、人(ひと)、社会の関係性を理解する
こと。それが災害に対応する基礎力となる

注）“人”は顔が見えない、人数と属性で表され科学の言葉で記述できる
“ひと“は大和言葉で、顔、名前、暮らしがあるひと



ハザードの種類

主なハザードとディザスターの関係

[ハザード] [ディザスター]
・豪雨 ⇒ 水害、斜面災害、．．．
・地すべり、崩壊、土石流 ⇒ 家屋の破壊、流亡、．．．
・地震 ⇒ 地震動による構造物の損壊、

津波災害、液状化被害、．．．
・火山噴火 ⇒ 火砕流、溶岩、火山灰による

人的、物的被害．．．
・その他

・ハザードとディザスターの組み合わせは様々！
・経験知を積み上げなければならない！
・そこで、“地域”に注目する
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地理学は人と自然の関係学 人と自然の分断が災害を招く

地理学の中に、人と自然に関する
知識、経験が網羅されている
ハザードに関する知識も！

地域を学ぶには？ 地理学がある！
2022年度から高校「地理総合」が必修化



気象学・気候学

外力（ハザード）としての大気現象
気候変化は人類の喫緊の課題 注）

地形学

地形はそれを形成した営力を記録
風化、侵食、堆積、火成作用、
地震、流水の作用、など

営力は、土石流、崩壊といったハザードに読み替えられる
その場に人がいれば災害（ディザスター）

水文学（すいもんがく）

水循環の科学
河川、渓流の性質
洪水の性質

注）ただし、災害の激化は気
候変化だけではなく、土地利
用や暮らしのあり方に起因

（写真：牛山素行）

1999.8.14 玄倉川水難事故、子どもを含む13名が亡くなった

1987.12 タンザニアのサバンナ地域のスコール

https://www.youtube.com/watch?v=Yc5ZhH2KS7E
https://www.youtube.com/watch?v=Yc5ZhH2KS7E


平野

河川海岸

台地

湖沼

【注目】地理学は場所、時間で異なる事象を扱う

●災害は地域の特徴に応じた現れ方をする
●住んでいる土地の特徴を理解しよう
●それは緊急時だけに役立つ知識ではない

普遍性・一般性
どこでも、いつでも成り立つ知識

火山

扇状地

山地

沖積低地

北海道

沖縄

都市

地方

地域性
個別性

農村

漁村



地理学では災害サイクルのなかの中・長期、
静穏期における暮らしのありかたも学ぶ

（小原真理子監修、「いのちとこころを救う災害看護」、Gakken）

人と自然の
分断の修復
から安心へ

災害を知り、備えて暮らす
中・長期、静穏期の暮らし
その土地で暮らすことを諒解



老年世代の力 私も老年になりました！

①経験知（生活知）
暮らしの中で培う知
⇔安全・安心を行政に付託する中
で失われた？

②学術知（科学知）
自然の仕組みに関する知
⇔理系、文系の分離や、学問の
細分化によって身につかなかった？

自信がない？では今から学ぼう！



何を学ぶか

①ハザードの性質とその激甚化＜気候変動＞
強い雨、強い風はある程度予測が可能

②ハザードへの暴露 ＜私たちの暮らし方＞
川のそばに住む．．．川が作りつつある土地

斜面の下に住む．．．斜面は変化するもの

諒解して、備えて暮らす習慣の醸成

そんなこと言ったって、
お勉強はねぇ．．．



そこで、事例で学ぶ災害

①ヤマタノオロチ伝説の真相
②川と人の分断
・渋海川の事例

③水害は何を再確認することになったか
・2015常総水害
・2018西日本豪雨真備町

現代社会では災害に関する情報はア
クセスが容易＜書籍、論文、WEB＞



ヤマタノオロチ伝説＜古事記＞
スサノウが出雲の斐伊川を上流にたどっていくと、老夫婦が
娘を抱いて泣いていた。
わけを訪ねると「わしらには八人の娘があったが、ヤマタノ
オロチが毎年やってきて食べてしまった。
今年ももう来る頃なのじゃ」と。
オロチは、八つの頭と八つの尾を持ち、体には木が茂り、い
くつもの峰や谷をまたぐほど大きく、その腹は血に染まって
いるという。
スサノウは強い酒を醸させてオロチを誘い、酔って眠ってし
まったところを切り殺した。
その尾の中には一本の太刀があった。それが草薙剣である。

（GoogleMapより）



ヤマタノオロチは土石流
・今年ももう来る頃なのじゃ⇒台風や集中豪雨の季節に発生
・オロチは、八つの頭と八つの尾を持ち、体には木が茂り、
いくつもの峰や谷をまたぐほど大きく⇒土石流の特徴
・その腹は血に染まっている、草薙剣

⇒鉄の暗喩、すなわち“たたら製鉄”

老夫婦は経験知で土石流の襲来を予測した
スサノウは技術で対応した
（仮説です）

斐伊川の河床はオロ
チのうろこのよう⇒

もののけ姫に登場するたたら場
と鉄穴（かんな）ながし
（Ｃ）スタジオジブリ

それでも、人と自然は
近しい関係だった



現代は人と川が分断されている？

平安時代

戦国時代

明治時代

昭和中期

背景は1985年ランドサット画像

川の存在、役割を意識して暮らしているか

隅田川

東京湾北部の海岸線の変遷（久保、1998）



昔はどうだったか、川の思い出は？
岩塚小学校校歌2番

青田をうるおす川瀬の水も

時にはあふれて里人たちの

たわまぬ力を鍛えてくれる

われらも進んで仕事にあたる

心とからだを作ろう共に

（写真は http://www5a.biglobe.ne.jp/~yoshikan/koshiji040429.htm から引用させて頂きました）

（新潟平野、信濃川左支川渋海川頭首工）

かつて川は人を鍛えた
近代化は人と川を分断した
人口が減少し、成熟社会へ向かいつつあ
る現在、新しい河川管理のあり方とは？

（大熊孝、「技術にも自治がある」、農文協）



なぜ人と川は分断されたか

日本における西洋式治水工法の導入
●明治29、30年 治水三法 河川法、砂防法、森林法 成立
●洪水に対する工学的適応の開始

一滴たりとも水は都市には入れぬ！

（国土交通省ホームページより）

注）河川の計画高水位は低地面より高い

気候変化によるハザードの激甚化
何が起きるか？
想像できますか？

明治以降、新規建物に水害
対策を要請してこなかった



・ここにいてはだめです！
・では、どうすればよいか
・答えはひとつではない
・ひとりひとりが地域（ふるさと）
を意識して考える必要がある

・経験や自然、治水の仕組みを学ぶ！



事例による理解（1） 常総水害

○ハザード
平成27年9月関東・東北豪雨

○事象
・鬼怒川上流域で豪雨
・常総市・若宮戸で越水
・常総市・三坂で破堤
・長期の湛水

平成27年9月16日 若宮戸の越水地点（国土地理院ホームページ）

南北20km、
東西約5kmの
範囲が浸水
し、排水には
約1週間を要
した。

推定浸水範囲の変化（国土地理院）



地域のことをもっと知ろう

地形 関東平野は台地と（沖積）低地で構成されている

鬼怒川が変遷して低地と様々な微地形を形成
旧河道、自然堤防、後背湿地、砂丘、 ．．．

土地利用
人はどんな土地で暮らしているか
新しい市街地がどこに形成されたか

ハザードマップ
深い浸水想定域はどのような土地か

考えよう
そこは“ふるさと”
（自分や地域の力で）川と共に生きる

平成27年9月16日 若宮戸の越水地点（国土地理院ホームページ）



地理院地図[治水地形分類図]による若宮戸地区の微地形

●地点において越流が発生
・越流地点は砂丘 ⇒北西季節風により川砂が吹き寄せられて形成
・緑は後背湿地 ⇒おもに水田として利用されている
・黄色は自然堤防 ⇒おもに市街地、畑として利用されている
⇒自然堤防は後背湿地より少し地盤が高い、旧河道が認められる

●

自然堤防

後背湿地

旧河道

後背湿地

砂丘

台地

https://maps.gsi.go.jp/#14/36.130793/139.976892/&base=std&ls=std%7Clcmfc2&blend=0&disp=11&lcd=lcmfc2&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f1&d=m


今昔マップによる土地利用の変遷の理解

●地点において越流が発生
・治水地形分類図における自然堤防 ⇒昭和まで畑として利用
・微地形に応じた土地利用がある（あった）
・昭和後期から沖積低地における新たな開発

危険な場所に住むなということではない。理解し、備えて暮らす。

●

自然堤防

古い水田

新しい水田
後背湿地

https://ktgis.net/kjmapw/kjmapw.html?lat=36.136671&lng=139.967274&zoom=14&dataset=kanto&age=0&screen=2&scr1tile=k_cj4&scr2tile=k_cj4&scr3tile=k_cj4&scr4tile=k_cj4&mapOpacity=10&overGSItile=no&altitudeOpacity=2


常総水害のまとめ

○ハザードは豪雨
鬼怒川の越流、破堤により沖積低地が湛水した

○ハザードの特徴、土地の性質の組み合わせは多様
地域ごとに災害を捉える必要がある

○ハザードと土地の性質を知ること
“ふるさと“で暮らす“ひと“の諒解

©Google

復興の基本理念

～川と向き合い、川とともに育ち、
「住みたい」を大切にする常総～

（常総市復興ビジョンより、平成27年12月）



事例による理解（2）西日本豪雨ー真備町ー

○どのような土地か
・地理院地図による地形の成り立ちの理解
・土地利用、人と自然の関係性の変遷
○どのような災害が想定されていたか
・ハザードマップポータルによる災害想定

2018年7月被災時

最近は、“終の棲家”で高齢者が
水死という事例が増えてきた



倉敷市真備町～予見された水害！？ 何があったのか～
・1970年代までの水害予防組合の解散（昭和の大合併）
・1964年に新河川法施行 河川管理が行政へ
・排水路の管理も町の負担へ
・1999年井原鉄道井原線開通
    高度成長、水島コンビナートの発展、住宅の需要

人と川の分断はあったか
・どう修復するか
災害対応
・工学的適応と環境学的適応
成熟社会、定常社会への移行
・どんな社会にしたいのか
・ふるさとで暮らすことの諒解
流域治水

（空中写真：国土地理院）

今昔マップ

地理院地図

ハザードマップP

（参考：内田和子、「岡山県小田川流域における水害予防組合の活動」、水利科学、55巻3号、40-55.
）

https://ktgis.net/kjmapw/
https://maps.gsi.go.jp/#14/34.637763/133.702354/&base=std&ls=std|_lcmfc2&blend=0&disp=11&lcd=_lcmfc2&vs=c1j0h0k0l0u0t0z0r0s0f1&d=vl
https://disaportal.gsi.go.jp/


真備町の土地利用の変遷

○どのような土地か
・旧山陽道の南側はほとんど水田だった。
・小田川沿いには旧河道や水域が認められる⇒極めて低湿な土地
・川辺は高梁川沿いの通商の拠点⇒輪中により守られていた
・近年の住宅地の沖積低地への進出

川辺

https://ktgis.net/kjmapw/kjmapw.html?lat=34.632862&lng=133.711361&zoom=13&dataset=okayama&age=0&screen=2&scr1tile=k_cj4&scr2tile=k_cj4&scr3tile=k_cj4&scr4tile=k_cj4&mapOpacity=10&overGSItile=no&altitudeOpacity=2


治水地形分類図 －地理院地図－

○どのような土地か
・小田川の北岸に沖積低地が広がる。
・小田川に北から合流する支川は天井川。
・沖積低地には旧河道が認められる。
・川辺は自然堤防に立地し、輪中によって守られている。

川辺

小田川

小田川

高
梁
川



洪水ハザードマップ ー重ねるハザードマップ－

○想定されていた浸水
・自然と折り合うためにはどうすれば良いか
・この土地はふるさとでもある
・ふるさとで暮らし続けるためにはどうすればよいか
・答えはひとつではない

https://disaportal.gsi.go.jp/maps/index.html?ll=34.635185,133.703096&z=15&base=pale&ls=seamless%7Ctameike_raster%2C0.8%7Cflood_l2_kaokutoukai_kagan%2C0.8%7Cflood_l2_kaokutoukai_hanran%2C0.8%7Cflood_l2_keizoku%2C0.8%7Cflood_list%2C0.8%7Cflood_l1%2C0.8%7Cflood_list_l2%2C0.75%7Cdisaster1&disp=010000100&vs=c1j0l0u0t0h0z0


真備町水害のまとめ
○歴史の理解
洪水に備えた歴史
自助、共助主体から、公助主体時代へ

○予見されていた災害
土地の性質
ハザードマップ

○ふるさとを取り戻す
ふるさとを創る

人生の尊重



災害を知り、わがこと化できたでしょうか

“ひと”に向き合う老年看護

“人”は数字や属性で表され、科学の言葉で記述できる
“ひと”は、顔が見え、名前がわかり、暮らしがある人

“ひと”が暮らす土地－ふるさと－

ふるさと－ひと、自然、社会が関係性を持つ土地－
自然と人、社会の関係性は多様－地域ごとに考える－

どういう地域を創りたいか、住みたいか

中央－地方、都市－郊外
個人－コミュニティー
守る－守られる

どういう関係性を創るこ
とができるか
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